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踏み台型立体の問題 

 

 １辺の長さが６㎝の立方体ＡＢＣＤ―ＥＦＧＨの面ＡＢＣＤ上に，面積が１２㎝２の長方形ＩＪＫＬがあ

り，辺ＩＪは辺ＡＢと平行，辺ＪＫは辺ＢＣと平行で，辺ＩＪの長さは辺ＪＫの長さと同じかより長いもの

とします。 

正方形ＥＦＧＨ，長方形ＩＪＫＬと，四角形ＩＪＦＥ，ＪＫＧＦ，ＫＬＨＧ，ＬＩＥＨを面とする下の図

のような立体をＸとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）ＩＪ＝４㎝，ＪＫ＝３㎝のとき，立体Ｘの体積は何㎝３ですか。 

 

 

 

 

（２）立体Ｘの体積が１３９㎝３のとき，辺ＩＪとＪＫの長さを求めなさい。 
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踏み台型立体の問題 （１）１３８㎝３ （２）ＩＪ＝４
１

２
㎝，ＪＫ＝２

２

３
㎝ 

 

（１）立体Ｘを図①のように四角形ＩＪＧＨで２つに分け，頂点Ｆを含む立体を立体Ｙ，頂点Ｌを含む立体

を立体Ｚとします。 

 

図①               図②              図③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

立体Ｙは図②の斜線で示した三角形を底面とみると，ＩＪとＥＦとＨＧの３つの辺が高さにあたる，

切断した三角柱の形をしているので，（底面積）×（高さの平均）によって体積を求めることができま

す。よって，６×６×
１

２
×

４＋６×２

３
＝９６（㎝３）です。 

立体Ｚは図③の斜線で示した三角形を底面とみると，ＩＪとＬＫとＨＧの３つの辺が高さにあたる，

切断した三角柱の形をしているので，３×６×
１

２
×

４×２＋６

３
＝４２（㎝３）です。 

   よって，立体Ｘの体積は，９６＋４２＝１３８（㎝３）です。このように，長方形ＩＪＫＬが 

面ＡＢＣＤのどの位置にあっても，立体Ｘの体積は変わりません。 
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（２）ＩＪ＝□㎝，ＪＫ＝△㎝とすると，□×△＝１２です。立体Ｘの体積については，（１）と同様に立

体ＹとＺに分けて考えます。 

立体Ｙの体積は，（底面積）×（高さの平均）より，６×６×
１

２
×

□＋６×２

３
＝６×□＋７２（㎝３）

です。立体Ｚの体積は，△×６×
１

２
×

□×２＋６

３
＝△×□×２＋６×△＝２４＋６×△（㎝３）です。

よって，立体Ｘの体積は，６×□＋７２＋２４＋６×△＝９６＋６×（□＋△）（㎝３）です。 

  ９６＋６×（□＋△）＝１３９より，□＋△＝
４３

６
となるので，和が

４３

６
で積が１２となる２つの数

を求めればよいことになります。ここで，□＝
𝑥

６
，△＝

𝑦

６
とします。 

𝑥

６
＋
𝑦

６
＝

４３

６
より，𝑥＋𝑦＝４３です。また，

𝑥

６
×
𝑦

６
＝
𝑥×𝑦

３６
＝１２＝

４３２

３６
より，𝑥×𝑦＝４３２です。

積が４３２となる２数の組を調べていくと，この条件を満たすのは，１６と２７です。 

𝑥＝２７，𝑦＝１６より，ＩＪ＝
２７

６
＝４

１

２
（㎝），ＪＫ＝

１６

６
＝２

２

３
（㎝）です。 
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